
菊花型花火(割物)の設計傾件について (1)

(Ll抑314･8JJ22日 安和)
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3.3.枚JtJ連打札びT4顔Jitの坤牌
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Ⅳ 柵TIJ=池汝一利tE淡'jhiJ>火!&■l欄 止態東lSJ'J7〃珊

笑

11上 ())

Y 棚 粒兼D*爪と初遵ATJlr辻に閃 TるIRJJI公六

･へIIJ8
51 共助出水J)弗珊

5.2･品の_～.難小河妃公犬

(り 4I銭rllSt玉音放J)決XE

(2) 且の在野公式7)止れ

(3)血D爪18J)波力に上も空白

5.3 品の勅姐

(I) 払))打法より都連-D現汀公式

(2) 初速D井k:

‖ 提弓 id

花火の糞LでL土光.育,建並びI:之等'-_ff-〉色や,
捜.丑血,Btiql=てm成される一塩独特L'J果HgSとい
うことが出来るであろう｡而して結線の夜空を甘影と

して瞬Tiiliこ光の有TE税嫌i,踊きhlす掛物は兼もよく花

火の葵しさをft瓢するものである｡その光は破 く▲そ

の頚肋 三上くそろって.その声く有花井は抑 E=伸び,

花井の執 王なる- く多 く.7空色は適当であって射 ヒを

ほい.lLE一一倍の拡りはなる- く大きいものがrtい花火

とそれてい る｡即ち轍の典的鼓巣'=ついては色物

典と併せて坤 と丘と変化とが♯1ま11る｡但しここに

注意すべきは,花火の萌しさは他の謝 に放けると同
感に人r.託の祝牝や拙兜を通じでそのむを捉えるにある

から,J=記の朝来は必ずしも放射 ()TL-ものを指してい

(3) lblr)M純か77爪に上る初迫の許Lhと附せ/)

gx仏 とJ>比較

514･dSHT並 (帖/)初速に和す乙'JSJ?公式DnEJl)
(1) -叔n'JrL杜瀬

(2) iliJ)父仏心苑が初速IこJtはすお寺

(3) 流血上浦Alとの此故

(I) 朝野J>tb袋状配の考妓

(ら) biJ>加姐r=関する棚 公ズ
以上 (2)

lI跨升捷fT･D牧村

dlIiAのdJ見rl'nI並'JtA.での故村

62 衝欺 l'f(T′,JIx,A)をJ,',(T'.lq.〟)より淡

r･i'J:A:

6,3 都道/Jt犬J)枚11

15li 止JD初巡})I-品Al'l′上之にLLh･する71､不ZliD

距*わ叫伍 JFl/FlとD閃伴

Il 書Ilヽ､へZHTJpTl1

7】 公-̂Llこ上る針31位と実鼓吹と/}Lt較

72.脊II勺の陀計M

II 相 や 川上 (3)

るのではTLI､ことITある｡例えは輸輝的E=ほ光の田 く

埋軌軌跡 ま曲っていても枕u LiAに即 して見えll

は花火としての日的中速するのである｡託って轍 の

肘 トに当ってEi先1光の郷 に常する細 糊 作を朋

かi=し.次Lで硯妃との開床,-2考維11ることが必中と

Ilる.,舌索上r)花火師の労力は油的の研究に≠抄fJでい

てh'ことIIつても過すではないであ7>う.しかしfJが

らその研丸 ま物和的判定の方法を失い1illこあ蚊見頃

にl在銘し,その摘発として rt艮r二見えるもの｣にLL正

して現在の花火が存在しているJ:う!J_思川 1る.抑え

は光を舞するAI=ついては相当TJ.=夫が1_･∈書1ている

〟.之を飛ばす帥 力と{_'る-書冊 '二ついては註/1

辞去が粗末である.従って本文の抗･一一の目的は前肋の

脚 的11懲 卜掛 1なび事かにし,人Rr!の批鴬との鵬綿々

甥はしつつ鵬 の改良流 Ẑ振究するt=ある｡
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⊥ -し三 JE火tJ)現屯.こその色t,_於も ,ユ''-

はそのた1> 於いて,昭T岩】平T空的(.1貰化が8.ill/.J.

罷ってItkd:P王J為...&与蜘 o柵 Lz事一事妹,'J..

=Qもさま 'L乙三-Jlノ二･.朽Iで花火甲J)火事[:.rl
絹 のT'<ま:_*11-三Id.,這荘技の大 .ヽill/,,･火支所が玲'..

ヒ喧て Jが Lこい て .I,-_.之専 一旺桝す,乙Etfi手品

や,AIfi､ウIIつ▲二火玉野.-.構文又.三党火力息米:り止上

役先山ILIfL絶ク1二道-ナL Ll..L',{こ,I,打J,I.よこ, A介

九第{)}Girj;lJ吉 1-こLuJニ1.ニ5.7F萌が3.く存在

'るこ ▲,花火乱 しヒLD作玉音屯･EzEiJt.こし=Q化

',抗11丁.こJE-I.大 )[_押rFlの一つである.JTD''統

計の111汁 ~～,=1)tpt諏/J-lrTl:JJ,il･-J7E火の旭光事

故はBは 作月中(=相当多,､o)が他の火栽町の琳攻に比

収し~Wろn色であるへ特.-_従物J)に合の1瑚I=B21,､

てL三各相計tU_一火笈鎚が一つの玉rこCt的 1 lJのであ

り,況t.〟.I,I:､朗;1ヽ.こ火難が択一電/i,耶てて相対tblし

てい二 一̀:作票H.ユ之尊の火韻r/交ZL二手作文で扱

いは Z/ILL′fr ..この上'/1_又校火丸節用7Z:の近娘と

エtlの止沌L三吉爺の持合作文i他 の花火の犬.=比し

--V生:耳'.-ものェ十〇 現在契同されて一･る書的附

の火下J土if･､か.ニ乾点さい'.･くて.'2I_lr/=い. 絹

てこL,T改血煎.三上記の脚 1ZilI･拝 件''見出すここ

によっ~L鎖y)て完全 =lJ.Lf3ること!1虫 Ẑ焼rT.1い.

即ち惣菜の4芸濃カフ細 の火軒 ;代って比q払う二貿

仝lJ逢せ9巧カ7加 火>_,=◆二は¶色久末ケ実用

し得る㌘苔l-.実用し乃ると十小rLTJの抑 何.JT)

+1T.彬を_ヽ化の/}蒜i知I.,Aj'･&文LD荊=の8.Yl-A

11 割物の耕並 と投計上 の間圧点

掬 花火一九E.'小､:t謙称ポカ王と汁物tの二 ,刀

5S右rj式 一別 tるBポカ玉JiQIr=上空､二段一･て円留物

･>放Met的さ･1るdL)が日的であるか()吉良はtT柑ilFB

LてEIL*コhl.I.0)4･度とl適正が小で旅先の鋭/U三

皮/f朴 )捕.▲!王十分TltLIL正 二少いI K競.王乏;:BlL

上申_こ於 ･て1J.-石へ く大きく妃っf_斉花現韻をd くの

が日的て上るから,拝Lの威力を9加.る為一二三皮の3L

FE.三大てい ,エーこ拝轟のtIu多･.-./rBL共用王._J)

- て■iSl/JEl,I.1上記の~彰式の.王か.こ遺文El的.二よっ

~=RJ)小Tm二位するまをつ くるJZl合があ,J.乱的J)

BtLft.2相l',放逸を示･ii!811の通りであT.. EE:∴at

.~宗[ -.さ~'=三 ま次の四つの王事芝か ノ､r}Eaつ

.. 1度.4,且8,巾 C及JiF火擁Dが之でJ'

こ.五校 1円●L･'功をな'iEi-ると同時に縦 の効弔七十

分 . ~ _T)ら,星 三三の杵異と桝 .;着火し焦tr lj

L
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労作q花火 (aln)の枚計d･件 二つ､･T (1) 253

(1) 火裳 (那 )のカ

(5) 火市の常民払相 反 (即ちビバ少11-)

(6 火宅の艮qtEEカ稚罫

書てあ.Jt

三度の尊EE～(.1･一!三瀬 の退校.エ7tILE発生J)あに完

全こ･Lり.火兼の洗事を大 こし点の咽 4･付加し和る

L,のェ考Ir,ttる 三度はこうぞ知抜王′こ･ヱ‥ 7 I

耗く書丘.二七Jyト穿抑 '･上書曲として用 ､らItろ)

Ll粘りTl_て所延のFF=とし◆こものICあってヲ…

I)xlユの放せ L･lT雌 と称する)4･もって草炭を讃

I,十.花火E8...之4･･すさiZは寸 B書と称する.寸 6と

いうのJi仇たけ呼称 1法 5寸の3:てあれlfSx6-30

払 いTの王でもLl'fbx6-3i枚のAm Ji丘珠十る.

BDら玉のTr戊::比印して腰を相加するケ辛すると1

る ｢寸当JのLAJlqが之である｡王政が特力荻よりriる

ものと仮S:して胴 乱字の司曲につ経て針罪すると

中空裸体 二於.,･て内圧のみがZzlわつTL*合の鮒 JI

(Equi､AlentStre～s S.'は穴式で讃bされる.

S,･1 .i -禦 王.'T,,.,(告 7-･一苦 ･{-.)
(1)

但しここ.=

rl 王炭の内=Fl玉
r. 王政の外羊t玉

I'I I勺 庄

-̂ )+～)T'1+=(J-･Il)

L) + A)ILO+二(I-d)
1

Ill-･→ -二･1-1ユ

す一例として a)rl･168m.7..r'-7bmm(約 五

寸立.I.相当),及･f(b)rL 53rr"n.r'-6加 rn(東牧

田.rji二相'3 の二つの均台こ舟 †-It･,IlllのCi4･升

事するとAE lの細 くT.ち.

災 1 SIIPJの計Xr蚊

･ 'a ･S:･･.:,･･L-5l (" L害･.I:;JJ,
サ; =~9 57 :I】9

74 2L3 59 2C4

:.,9 61 199
枚 と 一三つて毅茨t■f玉丘の内面.=Bかて 土大である

ことJ.･いか-a.虻って り まZ=82いて .-rl.S','J.

とj,いて五度の抑 限界内圧を茨わす式が柑られる.

好と,I'.̂ZこのFaガ圧力とすhL王
J･･志 名 芸 三笠 畏 (2'

今一一列として I.-2tqkJICm-(こ)ぞ按の沈gZ力)と

し.三度の内 筏 r'ち･25-LbQmm,五段のrfさJを

2-1cmmr二鷲化して" LIiも束8)この市銀tL四解

して-1=JL)J'.:=61も所手玉丘のPF=さ及び内控の

甚[=応-TlPJの転 Jaを東y)TJとZZ2の如く'Lる｡

宅2 王段々のfltJ=BIrるf*紫

三枚JDTf38mmATj J古rnTll

, Ll:ikgeme 20 31 4〇lIJJl_･JJ.rJJ_l1
25 JB 13 t.7

0.9 12 1.7 21
59 1.. 25 36 43

C8 1.3 1.7 2.I
r5 25 38 5.1 64

08 12 l.占2.2
10) 3.3 50 占7 8608 12 17
125 .11 62 84

09 13Z58 さ.0 75

上巽にlftlf.tJの世.i一位の l'4t=旺 じて.Iの文

化!=辞せザ大㈱ しい.JLPら重圧の蹄 内圧IL一定と

すれは之に応-rる五度の故丘LJ王の位!=比例して相す

べきであって之は寸当の瓜Alとtく一･致している.也

上は挨耳と改Zとの耶 :-.ついて℡及してtlJL'いが■

こrLは実幹に上って酌か:=LtLl1Llは/Lらl_ド.

星のXleZは l.3-17であって之よI)大に十ること

も小L=することも逮7Fの方法でliB]丘である.且の帯

面比Iiは之によって自然にSほ ろ.断面比王4･aEl■れ

:三之t=肘卑しfg,-J補玉がdナtのと考えらfヽるが.こ

の苛含火顎vjtの椎韮作用が柄汝十ると竪穴抗力J)れ

[=苦しく抱 ∈Jtること/{考正して且は設計∈ILJユ'三

t_IE/ こ .､｡
鑑穀にくbUfは 卜ていTこ轍 1病化詞とレて姐コ､長

刀.)を用い.之.二榊 の鞍炭化洞i･花台1'こt'ので

あって析EW(三は粥と称やちtヽている.くまSj.'る名称

は姓双荊カリ10に対して棚 3を,iH余し1こ火朔/1･JE妹

-rる.粒 食の為hl東熊カVのrE合絹合L̂波じて熊石LL

加え･=ものL,ある｡以上のものは何れも附 や汰甲の

毘入r=対して鮎正 二書戒をtする.即ちYFFt℡n上の

姶 良を伴う｡然るr二も拘らずこの牡火顎の暮用∈れ

る聖由は次の由】く=考えちrt,-).

(1) 火発の弘樹 ZEが大である.琵って比較的少

い三組 でよく桝 i･光井十る

(2) 火兼の力.i愁色火邪:こ比して大である.

(3) 勾法が脚色火難r:比して簡易でJ}l).珊

の作兵を書小で,羊作力lこて托疋合し'このZLで汝力11-

火繋が持(}れる.

(･0 遺功兼長州 rzLf開十7.,舵 :ニ比して耶牧5
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投影の暮IL･'f肌奴

:=するもに兼好のミ生

いZt心1･'E用い,之

tこ色火刑 l̂Z机 †

1こ｡ 1′lさLへの苛

火をFil熊tこするあの

LiZ合であって米粉と

席する. E′liT-

の洋火を符あにする為の州色火繋罪の7tZ合であってその厚己はV】D.5mm

である 肘 I乍上は 1′;上Tに含め,tl′i)Lに含め'二.且 二.}相当の7u包をを作うか

らXEく十/-JbgF18の大野 二歩等LTJ.-iLでも,'}う.it!書'J=JLJ)

mjE;土讃3の

如 くである′但し讃3i:於P,･て色九と;靭空合

と:王Or nltこて:三E吉につ･.･て,F'{については 1石.二つと

'=売IL.てカら.r>はすむであって之雌 :=夙 ､,-_

こ_.三'.-く,この上に SKC.S7(EL

SKG を井.チて Or-a.:が田燕ら.色ヨ中｢引｣と拝するの

はた疑.二変して末次tD火の粉がJaを引 くのをいう.珊 合,ま次の如 く一b,-J.

S7(C(六罰と称 する引剤)武 石

53.-'J謙 罪 6.5

叔 Pt 323.なじん初

7.5之剛 比 ヒ故掛 - "伽 官辺q a,.Fllr

K ･, 十 , S㌫ 霊 T7, 64｡,ii-も･述して等弟舷 でコ｡王1=点枚用としてl鴫 活 花操守 (′り -_
yg-ゾ) 17Cか -畑 L=ても維彰i'-J.この錐 され'二相 に二つ .,ヂソ宗t･ ナ

13J:20

格が棚 .<ある.若しここ1=雌 t二代ろ資金TjrT

累を191うとllrt:L失.まjlとのEgつの

件拝l:於1､て之と諾色の7_-いことが秩よしい.之が

為【ニほ柑L=先ず (1).(2)にEnして姐の火難と

比梓換羽し.土T二役恥の糊 の出道乃zL=!:止エら

す.疋t=i駈んIで火顎の助祭を十分兄拝し柑るb]く粥発の府近1こ辞し.三のntiBと的舵って

工夫すべきものと考えられろ.尾の存逸文は空気中奔111=EPlしては.大は甘迎以下

の姐肘峠の叩

REではあろうが,鮒 しながら二晩TTTすることが-投と点る特色である.従っ

てAa)艮t蛙 虻がまtlJ因子てZ'ろ-)ことLtZi易..=棚 引1る

ところである.∫,こもと

1り-載4t述.=丑 ナるがbくその比王は中止触 こ大なる影事^

Lもっておろ'). Apt,艮妖遠皮,比X.大きさ等が且の

芯計上の仲兄Flとな.a.8.鱗 の更訂

,iI札 ir叶It131 伽 の

7才実用可能と且われる遜姐jF戯

ヵ9丑●'.*色火罪を用い･二郎 並-Jに遠州 カIを用い

'こAfiつくる.ITこ比収JD各位宗広く使用されていに生井Lkヵ9i･主剤

とするm 決三珪素の網兼もq:紳する



ま1=花 ilは,

･L血の丁正私 任意J:探兄上LT=25個の平均約

･ 品の征圧の仝弊伯藍.鑑任の-クつきは大杯3,

以内t=あること･'L･示す｡

p 且の訳乱 100 胤 こついての平均帆

古 対応色調部 1のTE比芯のl汁好感 (但 し I､t=つ

い'Cは T+]′につ,,､てのもの)

J′ Eiの聯面此Bi,仝nJjtを大門の新敬 で蹄 LT=も

のでここではglCTneの鎖位｡

TS′ 点の晩比五 kg/I

T 晶の全燃切専Iijl,二二一ごほ3C偶【二つ'Llで恥抄給
にて汎悔 し7こ叫均rR｡

但 し以｣二71については･L及びTは 10個につ,いてLD

ニ平均rbを京す｡
職 の帆Ztは,11硝依カリ及'j廻災梁較カタを31洞

とす るものは各蚊分を前況合しT=ものを砥 ち'=水を加

えて純熊に附石させ綬天El花放しにものであり,JJl色

火発の神米は硝石,徒弟.木灰を軽合しtLものを木封

ポール ミ/LZ=仕込み珊 竣･'(入れて は時Tm比和 LT.:

もの･-2同様:-_して鵜契J.=附芯させ天 日乾排し1-もので

ある｡琳 帯カ1)邦男は択三は兼 と林せられるものと

大体Ialじ花台である｡約熊に肺 ZlLTこ完成弼鵜は何れ

も転校 3-4mlTl,長捷 5-】OnTn程産の粒状J:cILナO

-絹業J.=関する措元は訴 4の如 くである｡

IL( 4 hl 盛 の 帯 佑 桔

児 .," m w/u′6,6′′ mL llk 'L'0

3:Bt(回 lめb)はqr耶 氏の ものJを用- T=.その寸
度はR!1寸ヨ三'こて内ほ 105mm軒さ25mm.五寸三;にて

内稚 132Tnm厚さ30mm であっ7こ., ヨ三船の絶堺 と富己

i)とは次o)通 ,)である｡

こうぞ紙 クタフ I叙モ

11lc IIg

ILrB ･lT.

詑 rJLの仲 字は寸当舶枚数を示す｡性つ =爽節の貼枚

灘は次の1 )にTJ.る｡

Fq｢J;R IL｢Ⅰ式

日'16 16Xi-丘1枚 lb x5･=80枚

LI′B 8 ×4-32 8汰5-iO

V8 8×4-32 8×5=140

1T.L IX4-)6 4×5-20

作男の艦 上こフぞ紋は2枚合せtRを用も､,タ77

71仏土111毎'=粘つTこ｡今

'}'pヨ:の寸淀よl)刑併 しに所零の紙の両統の理鳥厄

占 契際に用いfこ紙の蛭面決

と1-1rtr王,S/S.の餅はこフ35距について IC8,7ク 7

日氏1=ついて 日7てあっFこ｡使用し7こ相は合せ統用は
正意比にて′ト女親 tについて水lO,:正貼用は小珊 l

Lこついて水 3の配合でつ くつT=ものであ,-A.挟若の使

用鼠Ilt氏ldm:1=ついて 189gであっT=.床の硬度'こ

ついては引茄試政の鈷輿次の鵡 節が和らll一二｡(襲5)

この表に於いて-の記号は鮫の

/ II. 11三 雌 の7)向が引那 l批 対して直
(lm I;'llCZrl 角なることを読Llは引き痔方向に

FI KC)0, 13)3 0563 055も 049 3,55056901736xICP 50 85 平行であることを表 し.+は-と

S .Kh703 u 58 0572 0528 0<7 2P503700287XICd aS >130 1とを交互･=韮わ合･i･こらのてあ

(I F;Cl0- 1625 O722 0556 049 3･940 47807】2x)CF 60 細 る｡この成前による と額の竣 珪

JT 姐諜横力g75アQ',解脱25〆,みじん粉 2ク∠(外 ,J王5 耽D現此拝顔刷 詑

胡)Z空合の胡策

S硝石757.I,席次15%.仰 10タ1,7̂じん額 2,n∠

(外裁け再三合の粥紫

L'潜姐崇厳カサ707''.伸餅18%,碓焚12/.･'.ふじ

ん粉 27∠(外材)妃合の滞葉

W 朗紫丑であって媒体を恥 ･たちののⅦ瑞 (kg)

W' 肘171媒件としての組矢免 (kg)

a,I靭来状火薬の仮比EI(kglL)

8′′ 完成郁菜の位比正 (kdL)

T 畔均光圧,'P. !崖発泡岸のぎ伊 併

l′. 比現の計欝臥 / 火難のカの告げrCSL

_D, 汚碗真正試験に於 ナろ不煙点 (2kg3'&鎚使用)

E! 同上瑚 点

耳火線 としては=薬用耶二位,を使用 しT=｡

21

rIIL1

1LJ正和 故

(水分88%)

令せれ 奴牡D
綻 畝 JJ UEJ】

2 ククAJl抵

(七/ント碑炭坑)

(水分lOL･3.I)

3 111 All R

(水分LO9%)

m
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(-)は域の凍ft(l)の祐一55TJとなる｡

Tl二巌那1ユ分 トの功BE(+)は(1)と( )の

牡虎の 恥 二大結坤1 '1.I-Jd 1qZ

;r松陰は純こ-}三成である 之と7 7ブナト株.i大棚 カは等

い ･が鎌首のTF∈ほれ廿のt'J2riY.二

等 しいから こ)で拭 2Fxl二対して777十校 1純が3kZLヒlrtl和ィ,I.ことにrL-ら.

紬 三.三野fE兼好桂r二史 lる解析Ẑ'(

7易■二1るあ■こ折田 ▲ 用々1一･ 五寸三.=ついてT

JのfT丑li,7:せこ王83の孟りて

ある.可盈であるか(,現状'.=収

cdLFこ瓜の部分1二l外の罪把は托実をny)fこ.貼り

上つ一二三の且の牡上(=あにる瓢分 =ほど

規fl入れて突放の相 での射面のZLBqを辞易

ニ'◆二.r5枚.こ槻 7)-1位相してあるから冊 の装gL比廿のM Jま鼓

井:=Jf:さるのは巳LEを柑fl･い 組実を一定7;横1=入tヽその聖跡 こ水

r/ロス してその牧を判定し Pqflkgの… 三】.=lllTJ:る辞Lz

柑Tこかr,.何守:の浪久比書はは で炎いさ11る.

J l･-.Tr.-.2日も ′+J′)

何L I' 三度内金..1m (I)l･. 且 11)

の占y)る常et(I)h Laのi2

49585152535･16162 てある.No4)-N0,56:Laの伽 が

7f退I:及 モ十彰書 ÎRようとし'こらの

である一持 二p--0 19'一.hTo 53Lは

引,W.TFO三f棚 のBVy同一まもこ丑gt

LにものであるからW 盆のti書をJ･除いてJiの有識

を･比概することが出てi-J..hTo57一一N

or･.三和㌫且 (税 王1てあっ

てAI{三度の内+.こねつL.Fm.1'jくつめ･こものてE

glの蛾式とl司じものであも

.之は且の雄 一二ついて茨且と比故するあの もの である, トO引-

ANo62は実用まであって

組 立と比枚するあのも

のである.'Jl 6 仰 .

^ 二又 ′) A,;il

や .NL) ご止 ij NO 氾 サILJrll-さ けIJ一〝lrgl
l'1 33IちJ!?l'll'llち川1.1 ]8I'一I71-S

ll'.+ 31IJltちPII'llIJRII.1I. !9JJ.IL,,u/. 35JJJJtl

リI一JJ.ll.㌔lJ8 36I)JLさl'･tld17

puL1 21/JJI'!I')LeJl㌔ll

lt 2 IJJIEJ.lJJl-1▲LE㌔ lI. ?.IIJL.･

J'･11.ILFul1 24lJノlE･I'-lls

llB川 r8 2:.JJ,JらJIIla/L

B川 '川 28JIJL8I川′,IIJaI'Jt. 27

IIJIJJllJV.IIIIJJl〇 二bIJIIITlIl18

Jl.TIJII'4 29IJ'JIiSII'tIEI!IIII,̀ JちJ･iSTl一.I 37I)>ILleIIIL'13a JJ>II,･I川'1

139I)llLle〝.Vlt_IJ>llL-1lbrAIL

JJIIIl㌔ll′11;IJJILl-Nril.43I/lIL

IJltI一小 IJJL.串JI8･t I)>lLl

:PIt'116/J}111三mrl■tTl!II〃4 3ZllJlL㌔ 一I. 17I)lJZl･_PNI

Il▲tll叫 321JIJTi
S･lTa 伯へJll'J'･lJl0..IE,!Il,㌔ llA 55n,OJI'llJn.,t

Hl 弘 D,0[,l'Ll､0iSll'4 57 D,IJrSII'J(ZZ為)

OJrSIlrJ SZL
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L'7 耽 紬 一･糾 比東 A･E〃J,書よき 引erlJ阿J･(含tl半面一･三回5LDem のIIの Ilr=I二一

vkg Jk果L o触 JLkg 丑こせLL禿カJ)かJq二一円〒=J,i.･ 庭先地 上は叫

/ I.:･㌦ i': : / :.: ･ 'T Ll.I.-I.. .. ∴ -,. lL'-,:i.

､ :∴ .∴ ･ ㍊ ･ 二 元 言 ∴ ∴ ;-tで工

_No57 ぷ 37こ) _
No 58 9 0.232 1
No 59 .t) OIC6 1

が0 6( .il clcも 1

2t:0 61 -- -- -
.LNo d2 - -- __

i- ･1'二 之等のrT冊 まEBて螺 〟~ど鵜こIL･一三こ同一

姐 の丸 印 IにJy-日 ハニー●二,eZnZと-}畝RL'Lの摂班'Hl

〔C 鰍 ま2m顔如 尺･=･Eって軍正:･手l･こ棚 は 尺を糾

:ミ してJ" し･二

､0 lLdtfシt ,f一附71枚 のレンズ布.ま鼓穴ITを含il

(3) 伽 m括抑 蜘 域 か F制 ｡抜かに Jum か 位定でJ･1,二から･-

公称128 ゴYf弘 .tCHjW /-Lq.I 1.87 t の脈 上 土は也6BJ'tとrih 水 稲 上旬放して=いとE.

ル 人は 】帥 Il,′ ′タ (ZCC天啓)仙川.この岨仙 川 ,-J･棚 のVyズの田体位芯.増 収的 2(<Dm

他 ま図4の卦 ,である｡ 器 )i.:号禁 ,●誓 -デで三富禁 芸:J三三三三:

1-r 而して琴井etijlヨ,_&垂 てtSfE:U 二 '･て宇# -_▲l●
▼′′■■ ●

搬 匹こFLlti･,I(I.吉良15のJdLりてbも,

81のF',の戟鮪.上写Jt2の如 くし,写Jt3のようにし

て3三をZ!爪する.n]L)てその患hr持仏i(て′仁のjy群の

■■LIIlHTl
I一lt■Ilt■-1t

25

一致lて伽 t_TIT-Jl'ニ藍で=･1､･こp斯tkこ て花

火の掬化しf二祐介J)大悼l.JEj･.t枇 コi1I..

tf出芸北こし Lユ水 lR r予什報 -1立正韓J>作

用1'二が屯辻ID71L>LDEP罷上帯 =El,第3EjJi:大熊)

･二･im GEJf虻hJL●二.但 申矢は藍 .<0..の1エiF.
取 を拝用1'~ 鴨架よ･,-FI 三脚 一･心身E的

-,;jA-(,tt'

34 脚 の≠古

格川 田和二年 ･村bEl千枝 時三分.Eり跡 J昭 二

至る｡TPl喝R,他 】IC.耕 ,丑生 _しガ.

鈷芯･'EAか')'二｡

堺2ll 札 ヒ7El午技7時より同 1L時 15分 こ至る｡

:(D L-N028退ユ頓 .無乳 (1度.温産30

着 ::･ 抗｡｡ 岩上警 芸志,如

1り河lCPナ4G5?_要.る｡:<O-lXo とL

LzX斡し.正一ニi:ひ臼

の不党ま Nloこ,:也

ト･-L･穴輸'L,'二,Jl､如,

JL達ト rn}rL JL

托.まEi15.こ,T.･一･=.

七屯石口jl]L発_屯所.こてZIだ

し 二̀言丈のサ ′-lL･エ六のjL

r)で3''3,
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8時 llL> ]叩 3ZB 血の忠地坤mのiZI又Gl

(ldIt.lTl析書写爪■に上もtの)
TこIJもr1 50 485 5.

･ -‖53 5 至芸書等
11 4-5 47

IZl･TtoI

と止 ニ=I)て彬 壬Itl一明i･J7-* 上平■り l)写A I1..No2

10!=て示す通りである･琴末 ,はji'バ〇･47について ILahb 3

秒 し'こ正方平井であり.L蛾 ㌢= ∫-L̂通して兼 nsドo1

JiLにものでLbるから且の汎臥 土EI扱状i･TJ.-して現わ

れている｡ .てklんであるのは日放化 であって夫々

左よ りこ二m.1.m.6erH.8CTTl旺ZEL/流してLろ. 即

ちtヨS.こ5%･†ろ くl).(2),(3).(り 瓜1-_対托こし

ている.瑚 丘は同じくNo4'についてのdI面糊 で

ある｡口で佃んであ,-Jのは開所20m位tEであって図 5

に於 チろく7)ll(に対応している｡写共 bLiNo54(=

つ'.･ての正面糊 である.之は No47と大作ヨ;貼強度

やその他LE;砧件は【司-であるが,奴且であって (No

47は書晶 伽 網 が相当::長..･堵分/i,n-.･してL･る.

之噂の郷 ;兄(,ltるこうに鴫 瓜の近扮!二放ける屋

の汎≡如D切11 臥土明かで1_r.I.

-戟:引且C.若 く.三色の且でもJt納力汀分.土讃火

のあ 二引荊J/･かかっているから.汎拝が火の粉の足を･

引 くあ.=山t=yヤ17-ド.ETJ切Itロは榊 胤 であつ

に.写7;175筆写兵9'二つlLT:エ技工士寸も〔:与の(+)

Ef:朗 ∵

IJ I書足実賢一桐 及びJiの大

気中辞止触 時間の瀬定

//INo

可iJ
nl.No

JEl･No

/IllNo

lIltNo

IILeNo

どLI L

rIl=No

(Ilt.No

I･11･_･Tto

I･-L:･h'○
(･.Le.No

1 彰 7 - と(

色た泣 ⊥･誉

9') 25

97 27
7? 27
1(姑 16
79 33

9l.2 25.6

(0.76sdC) (0.2Esee)

184 2O

II? 22
187 2L
l?1 2I
L82 33

1816 231

(1.54sec (C 195cc)

259 50

219 42
253 29

2i5 29

:ゝさ LA

1､Y.1 257.6 33こ

く2 ほsee〕 (C･二王stc)

ぶ9 31蛮DeB!17同Dit淫蚊

(ldrT.m払事TjB■ =上るID)

(II7 (J') (占)

Nro 1 7日 Y .Tto1 41コY .～101 307.-

トo

lemm繕似 fli･用L'二･企鞍上 -一垣FM i-･切つ No

tこ'瓜色火W･･jaつr二緋 色億 艮(なr,ぺ･その上に郵 ND

那又はBl I_･l'】5cll.のr;17硝■二J'J'らへ.一端 上I)J'r火-r' No

Pl'02 60 _ufo;3a
No3 73 No3 2与

Nlo4 85 No.4 30

1Vo5 89 No5 -

ち.tは -.苛火放浪するかE..之JLl･政 Il･i･小亡くし■こ 叩.L'.I 202 62.2 235

16mTTl消糊 -_上r)約15mの棚 か(.出世LT二. (Clも71cc) (05]85cc) (024恥ec)

次の二つJ)2i:~描け一二城 内の教打はZK沿H!正/E姦 格I.J王は牧のJiHと損がとが印紙でf_.かつ･こ為L=.こ

抄 120コ-こし-_切合の平均鮒 時riJlrt･煎'L-.脚部の の榊忘Gtは相当に2!1盟が大t_h ･と思 川 しる.
(Jlr次号〉

28


